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増田 稔,満久 崇暦 :直交異方性偏平シェルの
解析 (Ⅱ)
石原 茂久,満久 崇暦 :木質材料の防火に関する
研究
金田 弘,満久 崇麿 :木質材料の材質変化に関
する研究-屋外暴露による細胞の変形と破壊












則元 京,山田 正 :木材の誘電特性 (Ⅳ)セ
ルロースの誘電特性について
SawHLaing,則元 京,山田 正 :木材およ
び化学処理材のねじり粘弾性
野村 隆哉,山田 正 :木材組織のⅩ線回折 (木
材中の ミセル傾角の分布について)


































島田 幹夫,樋口 隆昌 :タケリグニンのメトキシ
ル基生成に関する生化学的研究
島田 幹夫,樋口 隆昌 :タケおよびイネ科植物 リ
グニン中の p-クマ-ル酸 エステル結合に関す
る研究




木材研究所の変遷 木 研 所 長 北尾弘一郎
技術革新と木材 科学技術評論家 星野 芳郎














佐 木々 光 :オーストラ1)ア連邦科学工業研究所,
林産試験場 (DivisionofForestp`roducts,
C.S.Ⅰ.R.0.)へ木質材料の力学的性質および
居住性に関する研究調査のため出張｡昭和45年
4月7日～昭和47生4月6日｡
角谷 和男 :ニューヨーク州立大学林学部へ木材織
経の微細構造の研究,調査および木材形成研究
の調査のため出張｡昭和45年2月26日～昭和46
年2月25日
その他
11月4日,Dr.RudolfBori岩ek,ResearchDirector,
PulpandPaperResearchInstitute,Bratis-
1avaおよびDr.MiroslavMahdalik,Headof
WoodBiologyandChemistryDepartment,
StateForestProductsResearchlnstitute,
Bratislavaが木材の化学的加工, リグニン,
紙の利用などの視察のため来所した｡
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